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平成２７年 ８月２４日
青 森 河 川 国 道 事 務 所

板柳南小学校の児童と一緒に水生生物調査を実施します！
～採集した水生生物の種類から河川の水質を判定します～

国土交通省では、河川に生息する水生生物を指標として河川の水質を総合
的に評価するため、また環境問題への関心を高めるため、一般市民等の参加
を得て全国水生生物調査を実施しています。

青森河川国道事務所では、岩木川において地域の小中学生と共に下記の日
程で実施します。

◆場 所
岩木川右岸河川敷（弘前市大字和田町地先 弘前水辺プラザ）・・・・・別図参照

◆参加校及び日時
板柳町立板柳南小学校 児童４５名 平成２７年８月２６日（水） ９：１５～１１：１５

※なお、天候不良や河川の水位の状況により、中止する場合があります。

◆実施内容
・水生生物調査
・安全な河川利用についての講義

☆全国水生生物調査とは
河川に生息するサワガニ、カワゲラ類等の水生生物の生息状況は、水質汚濁の影響を反映す

ることから、それらの水生生物を指標として水質を判定する事ができます。
このような調査は、一般の方にもわかりやすく、高価な機材等を要しない事から誰でも簡単

に参加できるという利点があります。
また、調査を通じて身近な自然に接する事により、環境問題への関心を高める良い機会とな

るため、国土交通省では昭和５９年度から全国水生生物調査を行っています。

☆調査方法
本調査では、河川に生息する水生生物のうち、①全国各地に広く分布し、②分類が容易で、③水質に

係る指標性が高い、２９種を指標生物としています。・・・・・別添資料参照
河川で水生生物を採集し、指標生物の固定・分類を行い、Ⅰ（きれいな水）、Ⅱ（ややきれいな

水）、Ⅲ（きたない水）、Ⅳ（とてもきたない水）の４階級で水質の状況を判定します。

☆今年度の実績（６月２９日 記者発表）
①弘前市立大成小学校 児童５２名 ７月１日実施（弘前水辺プラザ）
②弘前市立第四中学校 生徒２８名 ８月４日実施（同上）

※発表記者会 ： 青森県政記者会、建設関係専門紙、津軽新報社

問 い 合 わ せ 先

国土交通省 東北地方整備局 青森河川国道事務所
青森市中央三丁目２０－３８ （ＴＥＬ０１７－７３４－４５９０（直通））

副所長（河川担当） 平山 孝信
河 川 管 理 課 長 平野 勝己



至　鰺ヶ沢 至　藤崎

◎弘前水辺プラザ（河川敷）の駐車場をご利用いただけます。

　　　　至　西目屋

　     青森県弘前市大字和田町地先

岩木川水生生物調査　実施箇所　位置図
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弘前水辺プラザ 駐車場
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